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I “Wake” (航跡 ・ 通 夜 ・ 覚 醒 ) に つい て 


英文 学者 ・ 黒 人 研究 学者 クリ ステ ィ ー ナ ・ シ ャ ー プ (Christina Sharpe) は 、 名 著 『 奴 隷 
制 の 余波 (nm the Wake: On Blackness and Being)』 (2016) の 中 で 、 視 覚 文化 、 文 学 、 ポ ス 
トコ ロニ アル の 理論 家 か ら 、 黒 人 の 生活 の 日 常 的 な 表象 を 例 に 取り 出し て いま す 。 本 は 4 つ 
の メタ ファ ー [the wake, the ship, the hold, the weather」 (航跡 、 船 、 船 倉 、 天 候 ) に 対応 す 
る 4 つの 章 に 分 か れ て お り 、 シ ャ ー プ は この 4 つの メタ ファ ー を 通し て 、 黒 人 の 従属 化 の 
様式 が ディ アス ポラ に お ける 黒人 の 生活 に どの よう に つき まとい 続け て いる か を 理論 化 し 
て いま す 。 


シャ ー プ が あげ る 印象 的 な 事例 を 見 て み ま し ょ う 。「 船 」 の 章 は 
まず 、1781 年 に 起こ っ た イギリス の 悪名 高い 奴隷 船 ブ ング 号 事件 
(アフ リカ か ら の 帰路 、 ジ ャ マイ カ に 寄港 し 損ね た Zong 号 は 水 や 
食料 不足 の 危機 の な か 、「 積 荷 ] 442 人 の うち 、 合 計 132 人 を 海 に 放 
「 捨 て 」 |「 処 分] し た 。 そ れ は 奴隷 に か けら れ た 保険 を 回 収 す る た 
めで も あっ た ) を 取り 上 げ て いま す 。 そ し て 2010 年 の ハイ チ 大 地 
岩 の 際 、 額 に 「 船 (Ship)」 と 大 きく 書か れ た テー プ を 貼り 付け られ た 負傷 者 の 少女 の 写真 、 
さら に 2013 年 10 月 イタ リア に 向かう 難民 申請 希望 者 を 乗せ た 密航 船 が 地中海 の ラン ペド 
ゥ ー ザ 島 沖 で 沈没 し 、( 政 治 的 な 理由 に よる ) 救助 の 遅れ も ゃ あっ て アフ リカ か ら の 難民 300 
人 以上 が 亡くな っ た 出来 事 を 取り 上 げ ま すす (類似 し た 出来 事 は その 後 も 起こ っ て いま す )。18 
世紀 か ら 21 世紀 、 時 代 も 場所 も 異な る 複数 の 出来 事 で す が 、 シ ャ ー プ は それ ら の 出来 事 に 、 
固有 の 名 前 と 存在 の 尊厳 を 奪わ れ 、 十 把 一 絡 げ に 「( 保 険 の か か っ た ) 積荷 」 や 「( 救 助 を 必 
要 と する ) 負傷 者 」「( 厄 介 な ) 難民 」 と 捉え られ る アフ リカ 系 の 人 々 の (主体 で は な く ) 客 
体 と され て し まう 位置 付け を 見 て いま す 。 そ し て 2013 年 の 事件 の 犠牲 者 に 対し て 向け られ 
た 同情 に つい て も 、「 帝 国 主義 、 植 民 地主 義 、 民 営 化 、 鉱 物 ・ 資 源 採掘 、 環 境 破壊 な ど 彼 ら 
の (同情 する ヨー ロッ パ の 人 々 の ) 犯罪 」(57) を すり 替え て 見 えな くし て し まっ て いる こ 
と を 鋭く 批判 し て いま す 。 


ここ に 見 られ る よう な 時 間 や 空間 を 超え た 構造 的 問題 に つい て の 認識 は 近年 ます ます 高 
まっ て いま す 。 ア メリ カ に お いて は BLM 運動 の 高まり が 、 日 常 を 侵食 する 奴隷 制 の 余波 
(wake) と 言え る も る の に つい て 、 言 い 換え れ ば 過去 の 出来 事 の 航跡 に 巻き 込ま れる 現在 に 
つい て の 意識 を 先鋭 に し た こと も ある で し ょ う 。 シャープ は 上 の 事例 で 、 過去 の 帝国 主義 や 
植民 地主 義 が 船 の 航跡 の よう に 現在 の 第 三世 界 の 搾取 と 人 々 の 苦難 に つなが っ て いる 様子 
を 、 時 間 や 空間 の 制約 を 超え て 描き 出し ます が 、 苦難 と 同時 に 、 そ の よう な 状況 に 対抗 する 
生 の 様式 一 まさ に "wake" で ある こと 、 通 夜 の よう に 起き て 見 守り 、 状 況 に 覚醒 し て いる こと 


一 を 捉え よう と し ます 。 演 劇 も また 、1990 年 代 以 降 ア メリ カ 史 に お ける アフ リカ 系 アメ リ 
カ 人 の 位置 付け と 存在 の あり 方 を 捉え よう と する 作品 を 生み 出し て きま し た 。 そ し て 近年 、 
奴隷 制度 の 「 余 波 ] が 侵食 する 現代 を 鋭く 描く 舞台 作品 が 数 多く 生み 出さ れ て いま す 。 


II アフ リカ 系 アメ リカ 人 の 演劇 と 奴隷 市 の 余波 


アフ リカ 系 アメ リカ 人 の 演劇 に は 長い 歴史 が あり ます 。 も っ と も 早い 時 期 の 作品 は 元 逃 
亡 奴隷 の 小説 家 ・( 黒 人 初 の ) 劇作 家 ウ ツィ リア ム ・ ウ ェ ル ズ ・ ブ ラッ ウン (William Wells Brown, 
1814-1884) に よる 『 逃 亡 、 な いし 自由 へ の 跳 曜 (The Escape; oz A Leap tor 77eeo77) 」 で 
す 。1858 年 に ボス トン で 出版 され 、 北 部 各地 の 奴隷 制 反対 集会 な ど で 朗 読 され 賞賛 され ま 
し た 。 この 作品 は 、 苦難 の な か で も 自ら の 存在 価値 と 自由 を 主張 する アフ リカ 系 アメ リカ 人 
の 、 状 況 に 抵抗 する 強い 意志 と 生 の 様式 を 表し て いま す 。 


アメ リカ で の 奴隷 制 は 1619 年 か ら 1865 年 まで 続き 、 そ の 後 も ジム ・ ク ロウ 法 と 呼ば れ 
る 人 種 隔離 に 基づく 差別 的 法 体系 は 1877 年 か ら 1954 年 まで 、 連 邦 最高 裁判 所 が 「 隔 離す 
れ ど も ゃ 平等 」 と いう 原則 を 覆し た と きま で 続き まし た 。 その よう な な か で も アフ リカ 系 アメ 
リカ 人 の 舞台 で の 表現 活動 は さま ざま な 形 で 続け られ 、20 世紀 初頭 に は ブロードウェイ で 
黒人 ミュ ー ジ カル が 流行 、1920 年 代 に は スト レー ト ・ プ レイ で も る 黒人 劇作 家 の 作 品 が ブロ 
ー ド ウェ イ で 上 演 さ れ 、 ヒ ッ ト 作 も 生み 出さ れる よう に な り ま す 。50 年 代 に な る と アフ リ 
カ 系 アメ リカ 人 の 演劇 は 白人 が 求め る よう な エキ ゾ チ ッ ク な 黒人 像 で も な く 、 白 人 に よる 
抑圧 に 対す る メロ ドラ マ 的 批判 で も な い 、 新 し い 黒人 像 を より 明確 に 提示 する よう に な り 
ます 。 


ロレ イン ・ ハ ンズ ベリ (Lorraine Hansberry, 1930-65) の 『 ひ な た の 干し ぶどう (4 Rarsin 
m the Sun)』 (1959) は 、 そ の 良い 例 と 言え を る で し ょ う 。 シ カゴ の 黒人 地区 サウ ス サ イ ド を 
舞台 と し た 家族 劇 で 、 黒人 労働 者 階級 の 一 家 そ れ ぞ れ の 夢 の 挫 折 と 人 間 と し て の 成長 ・ 尊 厳 
と を 描き まし た 。 こ の 作品 で は ナイ ジェ リア の 独立 闘争 に 関わ る 留学 生 を 友人 と し て 登場 
させ る こと に よっ て 、 ア メリ カ の 公民 権 運動 が 暗黙 の うち に アフ リカ の 独立 闘争 と 結び つ 
けら れ 、 家 族 の 苦難 が パン ・ ア フリ カ 主 義 的 視点 か ら 提示 され て いま す 。『 ひ な た の 干し ぶ 
どう 』 は ブロ ー ド ウェ イ で の 530 回 に わた る 公演 で トニ ー 賞 4 部 門 に ノミ ネー ト さ れ 、 ニ 
ュー ヨー ク 劇 評 家 協会 缶 に 輝き まし た 。1961 年 に は シド ニー・ ポ リ ワ チ エ 主 演 で 映画 化 さ れ 、 
現在 で は アメ リカ 演劇 の 古典 と きれ て いま す 。 


この よう に アフ リカ 系 アメ リカ 演劇 に は 150 年 以上 の 歴史 が あり 、 数 多く の 優れ た 作品 
が 生み 出さ れ て きま し た が 、1990 年 代 前 後に アメ リカ 史 を アフ リカ 系 アメ リカ 人 の 視点 か 
ら 再 審 す る 先鋭 な 演劇 が 登場 し ます 。"Wake” の 項 で 述べ た よう に 、 固 有 の 名 前 さえ 残ら ず 、 
その 存在 が 抹消 され た 人 々 の 歴史 を 、 そ れ ま で の 主流 の 「 ア メリ カ 史 」 に 抵抗 し て 描き だ そ 


うと する 試み が な され 始め た の で す 。 


その 先 湯 を つけ た の が オー ガス ト ・ ウ ィ ル ソン (August Wilson, 1945-2005) で す 。 ウィル 
ソン は 1927 年 の シカ ゴ を 舞台 に ブル ー ス の 母 と 呼ば れ た 歌手 マ ・ レ イニ ー (Ma Rainey, 
1886-1939) の バン ド マ ン た ちの 物語 を 描い た 『 マ ・ レ イニ ー の ブラ ッ ク ・ ボ トム (Ma 
Rainey’s Black Bottom)』 (1982) で 鮮烈 な ブロー ドウ ェ イ ・ デ ビュ ー を 果たし まし た 。 そ の 
後 1957 年 の ピッ ツバ ー グ を 舞台 に 、 人 種差 別 の 壁 の た め に メジ ャ ー・ リ ー グ に 入れ ず 、 才 
能 を 活か せな か っ た 男 を 描い た 『 フ ェ ン ス (Fences)』(1985) で 、 ピ ュ リ ツァ ー 劇 作 賞 お よ 
び ト ニー 賞 を 1987 年 に 受賞 。 さら に 1990 年 に は 、1936 年 の ピッ ツバ ー グ を 舞台 に 奴隷 制 
時 代 の 遺産 で ある ピア ノ を めぐ る 家族 の 葛藤 を 描い た 『 ピ アノ ・ レ ッ ス ン (The Piano 
esso ヵ 7) 』 (1987) で 、 2 度目 の ピュ リツ ァ ー 劇 作 賞 (1990 年 ) を 受賞 し 、 名 実 と も に 
リカ を 代表 する 劇作 家 と な り ま し た 。 ウ ィ ル ソン は 10 の 連作 で 、 生 まれ 育 oo 
ニア 州 ピ ッ ツ バー グ 市 の 黒人 街 ヒ ル 地区 を 舞台 に (『 マ ・ レ イニ ー の プラ ッ ク ・ ボ トム 』 
の み は シ カゴ が 舞台 で す )、 こ の , 
地 で 暮らす アフ リカ 系 アメ リカ 
人 の 人 々 が いか に 20 世紀 を 生き 
た か 、10 年 ご と に 時 代 を 変え て 
描き 続け まし た 。 こ の 連作 を 「 ピ 
ッ ツ バー グ ・ サ イク ル (Pittsburgh 
Cycle)」 と 呼び ます 。20 世紀 の 
100 年 間 、 同じ 土地 で 生き ぬい た 
様々 な 人 々 を 描い た この 連作 は 、 
アフ リカ 系 の 人 々 の 100 年 の 歴 
史 を 書く 壮大 な 作業 で も あり ま 
た 。 


この 授業 で は 、20 世紀 アメ リカ 演劇 の 金字塔 と 言え を る この 連作 か ら 、1904 年 を 舞台 に 

た 『 大 洋 の 宝石 (Gem ofthe Ocez ヵ ) 』(2003) と 前 述 の 『 フ ェ ン ス 』 を 取り 上 げ ま す 。 MM 
の 宝石 』 で は 奴隷 解放 後 ア ラバ マ に 生ま れ 「 シ チズ ン 」 (Citizen= 市 民 ) と 名 付け られ た 青 
年 が 、 ピ ッ ツ バー グ で 200 歳 を 超え る と いう アン ト ・ エ スタ ー (Aunt Ester) と 逃亡 奴隷 を 
助け る 地下 鉄道 の 元 「 車 掌 ] だ っ た ソリ ー (Solly) に 出会う こと に よっ て 、 自 己 の 存在 の 核 
と る も 言え る 共同 体 と Co 劇 の 中 核 を な す 船 と 航海 の イメ ー ジ は 、 ゾン 
グ 号 事件 に も ある よう な 中 間 航路 に お ける 数 えき れ な い 人 々 の 死 を 喚起 し ます 。 け れ ど こ 
の 「wake= 航 跡 ] は 、 必 ず し ゃ ネガティブ な も の だ け で は な く 、 シ チズ ン を 含む 人 々 の 拠っ 
て 立つ 根拠 、 す な わ ち 「wake= 見 守り 、 覚 醒 ] し て いる 状態 の 根拠 と ちな る の で す 。 


アメ リカ 史 を 再審 する も う 一 人 の 重 
要 な 劇作 家 は スー ザン ニ ロ リ ・ パ ペー クス 
(Suzan-Lori Parks, 1963- ) で す 。 ス テ 
レオ タイ プ 化 され た 様々 な 黒人 の 、 繰 り 
返さ れ た 死 の 歴史 を 描く 『 全 世界 で 最後 
の ブラ ッ ク マ ン の 死 (The Death of the 
Last Black Man in the Whole Entire 
World 』 (1990)、 リ ンカ ー ン が 象徴 する 
アメ リカ 史 と 黒人 と の 関係 を 描く 『 ア メリ カ ・ プ レイ (The America Play) ] (1994)、 
に 1810 年 代 に ロン ドン や パリ で 見 世 物 に され た アフ リカ 人 女性 サラ ・ バ ー ト マン と 彼女 を 
対象 化す る コロ ニア ル な まな ざし を 描く 『 ヴ ィ ー ナ ス (rezgzs』(1996) な ど は 、 欧 米 に お 
いて 抑圧 され て きた 黒人 の 歴史 に 切り 込ん で いく 、 パ バー クス 初期 の 特筆 すべ き 作 品 で す 。 
『「 全 世界 で 最 EE Gd 
上 繰り 返さ れ た 黒人 の 死 を 一 一 リ ンチ に よる 死 や 無実 の 罪 に よる 電気 処刑 も 含む 数 々 の 死 
を 遂げ ます 。 死 の た びに コー ラス が 観客 に 訴え る の は 、 0 りな い 死 を 「 書 き 記 せ 」 と 
いう 言葉 で す 。 「 書 き 記 さ な け れ ば 、 ON SM と 未来 に 告げ る こと に な る 」「 岩 
に 書き 記す の だ 」 と 。 パー クス も また ウィ ルソン と は 違っ た や り 方 で 、 ア メリ カ 史 の な か で 
抹消 され た 存在 を 書き 記し て いた の で す 。 


この 授業 で は パー クス の 『 ホ ワイ ト ・ ノ イズ (White Noise)』(2019) を 取り 上 げ ま す 。 
黒人 の 主人 公 が 白人 の 親友 と の 間 に 40 日 間 の < 奴隷 契約 〉 を 結ぶ こと を 申し 出る と いう 驚 | 
くべ き 設 定 で 、 現 在 を 侵 租 する 奴隷 制 時 代 の 「wake (余波 )」 を 描い て いま す 。 こ の 大 卒 エ 
CO に 警官 の 暴力 を 受け た こと で この 契約 を 思い つく の で す が 、 の 
わ ば 存在 する 自由 一 一 さえ る も 析 定 され て いる こと が 及ぼ 
す 心 理 的 影響 と 、 奴隷 契約 に よっ て 生じ た 歪ん だ 権力 関係 が 、 白人 と 黒人 の 深層 を 僕 む 様 相 
が 前 景 化 さ れ ま す 。 


存在 する 自由 が 人 否定 され た 生 一 それ は どの よう な 生 で し ょ うか 。 そ れ は ゲッ トー の 路上 
で 生き る 二 人 の 若者 を 主人 公 と する アン トワ ネッ ト ・ ヌ ワン ドッ (Antoinette Nwandu) の 
『 パ ス ・ オ ー バ ー (Pass Over) 』 (2017) 
に よっ て 描か れ て いま す 。 警官 や 一 見 
立 人 の 白人 に よる 暴力 に 晒さ れる 二 人 
の 生活 は 、 奴 隷 制 が な く な っ た 現在 に 
お いて も その | 余波] と し て の 管理 や 暴 
力 が 人 々 の 生活 を 規定 し て いる こと を 
照ら し 出し て いま す 。 


次 週 以降 は 具体 的 な 作品 に 即 し て 、 演 劇 が 過去 と 現在 の 関係 を どの よう に 再審 し て いる 
か を 考 寮 し て いき まし ょ う 。 


『 大 洋 の 宝石 』、『 パ ス ・ オ ー バ ー」』、『 ホ ワイ ト ・ ノ イズ 』 の テク スト は 配布 予定 で す 。 
『 フ ェ ン ス (Fences)』 は 購買 会 に 発注 し て あり ます の で 、 各 自 ご 用 意 く だ さい 。 


